
現在位置を確認します。【移転後】

その他の神話・叙事詩

歴史上の⺠族としての「ケルト」と、近代に作り出された「ケルト的なもの」の間

には、深い溝がある。多くの⼈が持っているイメージは商業的な、そして近代のナ

ショナリズムが⽣み出した「ケルト的な」幻想に過ぎない。

――という話はわりと昔から⾔われていたのだが、最近の研究を久し振りに読み

返してみたら、まさかの展開になっていた。

 「そもそも島のケルトはケルトじゃない」

 「中世以降のケルトは⾃称してるだけだった」

なんとアイルランドもウェールズも「ケルトを⾃称する別の何か」でケルト⼈の⼦

孫じゃなかったのだ。

********************************

【旧来説】

 ・ケルト⼈はローマに⼤陸から追い払われて島の⽚隅にしか残らなかった

 ・ケルト⼈が移住していったから製鉄技術が広まった

 ・「島のケルト」と「⼤陸のケルト」は少し違うものとして扱われる

このあたりは知ってる⼈も多いだろうし、いま⽇本で出版されている多くの本は

2017年05⽉25⽇

「島のケルト」は「⼤陸のケルト」とは別モノだった。という

かケルトじゃなかったという話
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これを書いていると思う。

だが、この「少し違う」の部分をつっこんで調べてみたら、ここ10年くらいで物

凄い勢いで説が書き換えられていた。

【最近の研究】

(1)ハルシュタット⽂化やラ・テーヌ⽂化(ケルト⼈の⽂化とされる)の伝播に⼈の

⼊れ替わりは存在せず移住を伴わない

(2)ケルト⼈が製鉄技術を広めたことになっていたが、製鉄の伝播とケルト⼈の分

布は合ってない。とりあえずブルターニュとブリテン島への製鉄技術の伝播はケル

ト⼈の⽂化の伝播と時期がずれている

(3)遺伝⼦調査してみたら⼤陸側のケルト⼈が島に渡った痕跡が無かった

(4)「ケルト語圏」と「ケルト⼈」の⾏動範囲が⼀部しか重ならない

 ↓ ↓ ↓

「ケルト⼈」が住んだのは⼤陸側のみ。

つまり「島のケルト」は存在しなかった

後に書くように「ケルト語圏」と実際のケルト⼈の居住範囲が別モノなので、そ

もそも「ケルト」という⾔葉で呼ぶのが相応しいかまで議論される⽻⽬になって

いる。

少なくとも、かつて「⼤陸のケルト」「島のケルト」と呼ばれていた呼び⽅が正

しくないことは確定している。「⼤陸のケルト」をケルトと呼ぶなら、⺠族の違

う島側は、影響は受けているかもしれないが"別の何か"なのだ。

【前提条件】

■古代ケルト/歴史ケルト【本来のケルト】 紀元前5世紀〜紀元後1世紀

■中世ケルト/復興ケルト【⾃称ケルト】 16世紀〜

"ケルト"は、ローマが記録した呼称にあるケルタエ(またはケルトイ)が元になった

名称だ。ケルタエとガリアが同⼀または関連するものとして記述されているた

め、多くの場合、ケルトとガリアは同じものとして扱われる。ローマの記録する

ケルト⼈は、紀元前5世紀頃から紀元後1世紀にかけて存在し、その後はローマと

同化して歴史記録としては消滅する。

そのため、確実に"ケルト"と⾔える存在(ケルトと呼ぶのが妥当という意味でも)が

いるのは紀元前5世紀〜紀元後1世紀のみ。それ以前の実体は不明で、果たしてケ
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ルトという⾃称があったのか、どのくらいの範囲に住んでいたのかは良く分かっ

ていない。また、記録から消えた以降はエトルリア⼈などと同じくローマ⼈の⼀

部になってしまう。

これに対して、現在ケルトと⾔われているものは、中世(16世紀)以降に⾃称し始め

た中世ケルトであり、古代のケルトとは実は関係があるかどうか不明なままなし

崩しに許容され続けてきた。(!) 「幻の⺠ケルト⼈」というイメージを作り上

げ、アイルランドなどが「われわれは追われたケルト⼈の⽣き残りだ」と⾃称し始

めたのが中世以降のケルトだが、伝統は断絶しており、実は古代から繋がってい

る証拠はなかった。

そして近年の考古学調査や遺伝⼦調査などの蓄積により「ほぼ無関係じゃんこ

れ…」と判明してきたのが、今回の話の発端となっている。

【概要】

まず⼀つの⼤きなポイントが、「⽂化や⾔語が広まるのに⼈の⼊れ替わりは発⽣

する必要がない」という点である。

ラ・テーヌ⽂化はケルト⼈の⽂化、という看板を背負っているが、この⽂化が広

まった地域の⼈⾻を調べてみたら、広まる前と後で特徴に差異が無い。つまり、

⽂化は齎されたが⼈が⼊れ替わったわけではない。⽀配者か⼊れ替わっただけと

か、より優れた⽂化が伝播してきたので受け⼊れたとかいうパターンである。

また、かつては ケルト語圏＝かつてケルト⼈の住んだ地域 という認識だった

が、実際にケルト⼈が住んだ証拠があるのは⼤陸側のみで、島側にはない。⽂化

や⾔語は、無関係な近隣にも伝播していくものだからである。

これは例えば、「⽇本に中国から多くの⽂化が伝わってきたけど中国⼈が移住し

てきたわけではない」「同じ漢字や似た単語を使⽤していても⾎縁関係としては

遠い」ということと同じである。中国を⼤陸ケルト、⽇本を島のケルトとして考

えてみてほしい。⽇本には中国を参考にして作られた遺跡や⽂化が沢⼭ある。…

が、実際は別モノとして扱うのが妥当なものである。

確実なケルト⼈の居住と移動は、下図の様になる。

外出し創作

・古代エジプトもの

・異世界ファンタジー的な

もの
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イタリアに侵⼊してローマに「あのクソ蛮族がああ!」とか⾔われたり、アナトリ

アに⾏ってガラティア⼈になったりした連中がケルト⼈。⾒てわかるとおり、島側

は全然関係ない。この分布図は、たとえばケルト⼈にとって重要だったと思われ

るエポナ⼥神の像の出⼟地域と重なっていたりするのだが、島からはそれが出て

こない。(今知られている"ケルト神話"、いわゆる島ケルトにもエポナ⼥神は出て

こない。)

そしてその後、遺伝⼦調査でも「ケルト⼈は島に渡ってない」ということが証明さ

れてしまうのである…。

では「ブリテン島のケルト」とか「アイルランドのケルト」と⾔われていたもの

や、ケルト語とは何なのか。

「⽂化や⾔語が広まるのに⼈の⼊れ替わりは発⽣する必要がない」、この重要ポ

イントを再度強調する。つまり⼈が移動しなくても、⾔語や⽂化だけ伝わる可能

性があるのだ。

まだ明確な結論は出ていないが、現時点での推測として以下のようなルートが考

えられる。

 ・【史実/証拠あり】ブリテン島とガリアの間には親密な関係があり、交易も盛

んだった(少数の移住者はあった可能性あり)

 ・【ほぼ確定】ブリテン島側が⼤陸ケルトの⽂化を受容する

 ・【推測】ケルト⼈ではない⼈々がケルトの⽂化に類似したものを持ってブリ

テン島からアイルランドへ移住

 ・【推測】⼈⼝密度の低かったアイルランドにケルト⽂化の⼀部が⼊る

  ↓

 今に⾄る

これは、ブリテン島には少数ながらケルト由来と思われる遺伝⼦が⾒られ、現在

アイルランドのある島のほうにはほぼ皆無であるという事実から導き出される。

https://55096962.up.seesaa.net/00068498N000000016/149558991388606038180_celt.jpg
https://55096962.up.seesaa.net/00068498N000000016/149558991388606038180_celt.jpg


おそらく、似た⾔葉の残るウェールズあたりからの移住者がアイルランドに渡った

のだろうと推測される。 

ちなみに現在のアイルランド⼈の⼤半は遺伝⼦的に⾒ると、ケルト⼈が登場するは

るか以前に農耕技術の伝播とともにイベリア半島から渡った⼈たちの⼦孫と判明

している。

*この件については以下のような⽇本語論⽂もある

アイルランド⼈の起源をめぐる諸研究と「ケルト」問題

http://onct.oita-ct.ac.jp/library/public/kiyo-51_pdf/No51_kiyo_1.pdf

ブリテン島と⼤陸(現在のフランスあたり)の間で盛んに交易が⾏われていたことは

考古学的な証拠から確かなようなので、その中で⼀部の⽂化や少数の渡来⼈があ

ったことは予想される。ただ、従来考えられていた、⼤量の移⺠があり、島の⼈

⼝や⾔語が置き換わったという説は、現在では完全に否定される結果となってい

る。「ケルト語」と⾔われているものも、ケルト⼈がもたらした⾔語ではなく、

元々ブリテン島やアイルランドで話されていた⾔語だろうと考えられている。

⽂化の⼀部でも敬称していればそれはもうケルトなんじゃないの? と考える⼈もい

るだろうが、残念ながら、そのケルト⽂化はそのまま千年後まで継承されるもの

ではなかった。というのも冒頭で述べたように、ローマが来なかったアイルランド

でさえ、「ケルト」と⾔われていた⽂化はごく最近になって「復興」されたもの

だからである。⽂化は完全に断絶されており、過去にどんなものがあったのかほ

ぼ証拠が無いままケルトを名乗り続けてきた。その結果として、実際は紀元前3,0

00年くらいの遺跡だった巨⽯群をケルト⽂化のものと誤認してしまったりしてい

たのだ。

というわけで現時点の結論として、

 島のケルトは中世になってからケルトを名乗り初めた別モノだった

= 歴史上実在した元々の「ケルト」とは関係ないので、ケルトとは呼べない。

なまじ共通する点があったために、千年の断絶があっても「まぁ繋がってるんだ

ろうなぁ」という感じで有耶無耶にされていたものが、考古学的名証拠の累積や

遺伝⼦解析などの新技術の投⼊によって別モノだったことが明らかにされてしま

った。これもまた、科学の発展の⽣み出した切ない現実の⼀つである。

【注意事項】

とはいえ、学者さんの中にはまだ抵抗している⼈も多く、商業ベースでは今も「島

のケルト」の存在が確かなものとして使われ続けている。

・「ケルト」を国家アイデンティティとしてしまったアイルランドさんには、この

http://onct.oita-ct.ac.jp/library/public/kiyo-51_pdf/No51_kiyo_1.pdf


興亡の世界史 ケルトの⽔脈 (講談社学術

⽂庫)
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原聖

amazon.co.jpで買う

Amazonアソシエイト by

事実を認めることは相当難しい

・既に確⽴されてしまった、ケルト幻想や妖精物語といったイメージを放棄する

と⾊んなものが売れなくなる(笑)

・いままでの「ケルト」観で売り出してきた学者さんたちは⽅向転換を強いられ

ることに

・うちのサイトも⼀杯書きなおすところが出てくるので涙⽬です

20年くらい前の本を⾒ると、島のケルトは⼤陸から移住したもので、のちにロー

マが征服しに来たためブリテン島の端っこやローマの来なかったアイルランドとい

った隅っこにだけ残った、ということになっている。また、アイルランドこそケル

ト⽂化が残った最後の砦というような書かれ⽅をしている。

現在、これらは全て誤りであったことが確実となり、数⼗年前の本が全く役に⽴

たない状況となっているが、⽇本でケルトの本を多数出版している先⽣たちが旧

説側の⽴場なので、⽇本で最近の研究をベースにした⼀般向けの本はなかなか出

てこないような気がしている…。

⼀応、↓この本あたりは新しい説をとり⼊れているんだけど、いかんせん話の組み

⽴てが判りづらいので⼀般向けとは⾔いがたい。もうちょっとこう、噛み砕いた

やつを出してほしいなーとか。

何くわぬ顔で最近の研究を無視して既存路線で売り出したほうが商売の上で

は"楽"、というのはあるだろう。

そして、学術書はともかくファンタジー関連の本などは、いまさらアイルランド=

ケルトのイメージを捨てられなくて、旧説のまま新たに出版され続けるとも考えら

れる。

…しかし、実際の説はどんどん書き換わっていくのだ。。

https://www.amazon.co.jp/%E8%88%88%E4%BA%A1%E3%81%AE%E4%B8%96%E7%95%8C%E5%8F%B2-%E3%82%B1%E3%83%AB%E3%83%88%E3%81%AE%E6%B0%B4%E8%84%88-%E8%AC%9B%E8%AB%87%E7%A4%BE%E5%AD%A6%E8%A1%93%E6%96%87%E5%BA%AB-%E5%8E%9F%E8%81%96-ebook/dp/B01MSY8CU3?SubscriptionId=AKIAJZPZKAA66PNS4ODQ&tag=egyptianlove-22&linkCode=xm2&camp=2025&creative=165953&creativeASIN=B01MSY8CU3
https://www.amazon.co.jp/%E8%88%88%E4%BA%A1%E3%81%AE%E4%B8%96%E7%95%8C%E5%8F%B2-%E3%82%B1%E3%83%AB%E3%83%88%E3%81%AE%E6%B0%B4%E8%84%88-%E8%AC%9B%E8%AB%87%E7%A4%BE%E5%AD%A6%E8%A1%93%E6%96%87%E5%BA%AB-%E5%8E%9F%E8%81%96-ebook/dp/B01MSY8CU3?SubscriptionId=AKIAJZPZKAA66PNS4ODQ&tag=egyptianlove-22&linkCode=xm2&camp=2025&creative=165953&creativeASIN=B01MSY8CU3
https://www.amazon.co.jp/%E8%88%88%E4%BA%A1%E3%81%AE%E4%B8%96%E7%95%8C%E5%8F%B2-%E3%82%B1%E3%83%AB%E3%83%88%E3%81%AE%E6%B0%B4%E8%84%88-%E8%AC%9B%E8%AB%87%E7%A4%BE%E5%AD%A6%E8%A1%93%E6%96%87%E5%BA%AB-%E5%8E%9F%E8%81%96-ebook/dp/B01MSY8CU3?SubscriptionId=AKIAJZPZKAA66PNS4ODQ&tag=egyptianlove-22&linkCode=xm2&camp=2025&creative=165953&creativeASIN=B01MSY8CU3
https://www.amazon.co.jp/%E8%88%88%E4%BA%A1%E3%81%AE%E4%B8%96%E7%95%8C%E5%8F%B2-%E3%82%B1%E3%83%AB%E3%83%88%E3%81%AE%E6%B0%B4%E8%84%88-%E8%AC%9B%E8%AB%87%E7%A4%BE%E5%AD%A6%E8%A1%93%E6%96%87%E5%BA%AB-%E5%8E%9F%E8%81%96-ebook/dp/B01MSY8CU3?SubscriptionId=AKIAJZPZKAA66PNS4ODQ&tag=egyptianlove-22&linkCode=xm2&camp=2025&creative=165953&creativeASIN=B01MSY8CU3
https://www.amazon.co.jp/%E8%88%88%E4%BA%A1%E3%81%AE%E4%B8%96%E7%95%8C%E5%8F%B2-%E3%82%B1%E3%83%AB%E3%83%88%E3%81%AE%E6%B0%B4%E8%84%88-%E8%AC%9B%E8%AB%87%E7%A4%BE%E5%AD%A6%E8%A1%93%E6%96%87%E5%BA%AB-%E5%8E%9F%E8%81%96-ebook/dp/B01MSY8CU3?SubscriptionId=AKIAJZPZKAA66PNS4ODQ&tag=egyptianlove-22&linkCode=xm2&camp=2025&creative=165953&creativeASIN=B01MSY8CU3
https://www.amazon.co.jp/%E8%88%88%E4%BA%A1%E3%81%AE%E4%B8%96%E7%95%8C%E5%8F%B2-%E3%82%B1%E3%83%AB%E3%83%88%E3%81%AE%E6%B0%B4%E8%84%88-%E8%AC%9B%E8%AB%87%E7%A4%BE%E5%AD%A6%E8%A1%93%E6%96%87%E5%BA%AB-%E5%8E%9F%E8%81%96-ebook/dp/B01MSY8CU3?SubscriptionId=AKIAJZPZKAA66PNS4ODQ&tag=egyptianlove-22&linkCode=xm2&camp=2025&creative=165953&creativeASIN=B01MSY8CU3


********************************

余談だが、ケルトと同じようにここ数⼗年で完全否定されたにも関わらず未だ書

店に並ぶ本から消えない説の中に「古代エジプトは⼥系社会であった」というも

のがある。しかしこれも、皆がなんとなくそうなんじゃないかと思ってただけ

で、よくよく検証してみたら⼥系だった証拠は実も何もなかった、という楽しい

オチである。

古代エジプトの王位継承は「⼥系」ではない。⽗から息⼦へが正解。

https://55096962.seesaa.net/article/201602article_26.html

こうした知識の更新は各ジャンルで頻繁に起きている。「俺は古い知識しか信じ

ない」というのならそれもまたよし、違うと思うなら⾃分で調べて反論を組み⽴

ててみようとすれば、たとえ不完全ではあっても、より正解に近い答えに辿り着

く⽅法がわかると思う。

オンラインゲームならアップデート⽇は決まっているしアップデート内容もリスト

で出てくるが、リアル世界はアップデート⽇が決まってない随時アップデートで予

告なく修正パッチも当たるし修正内容のリストが出てこない、ある⽇気が付いた

ら世界が書き換わっているんだ。めっちゃ⾯⽩い。難易度クソゲーだけどプレイ

し尽せない。リアルオフライン楽しいです!!

(本に課⾦ちゃりんちゃりん)

********************

・追加分

「島のケルトは実はケルトじゃなかった」から派⽣する諸問題〜"ケルト神話"がケ

ルト神話じゃなくなります

https://55096962.seesaa.net/article/201705article_23.html

現代イギリス(UK)⼈の遺伝⼦地調査から⾒えてくる歴史イベントの影響と"ケルト

⼈"の⾏⽅

https://55096962.seesaa.net/article/201706article_6.html

「⼤陸」と「島」の間の空⽩をほじくって、ケルト幻想の終わりを体験する

https://55096962.seesaa.net/article/201706article_7.html

ケルト美術って⾔われてたものもケルトじゃない→ヴァイキング美術「貴⽅と…ひ

とつに…なりたい…」

https://55096962.seesaa.net/article/201706article_16.html

アイルランドの⻘銅器時代〜鉄器時代の年表を作っておいたぞ! & アイルランドの

⻩⾦美術

https://55096962.seesaa.net/article/201706article_17.html

https://55096962.seesaa.net/article/201602article_26.html
https://55096962.seesaa.net/article/201705article_23.html
https://55096962.seesaa.net/article/201706article_6.html
https://55096962.seesaa.net/article/201706article_7.html
https://55096962.seesaa.net/article/201706article_16.html
https://55096962.seesaa.net/article/201706article_17.html


数年前に発⾒されたケルトの王⼦の墓の「ケルト」は⼤陸ケルトなので問題なか

った

https://55096962.seesaa.net/article/201707article_6.html

ケルト⼈はほんとにケルト語を話していたのか…「ケルト語」の名前の由来を⾒た

らそうじゃなかった件

https://55096962.seesaa.net/article/201712article_16.html

********************

* 昔から考古学の世界では「鉄の伝播とケルト⼈の移住の証拠が⼀致しねぇんすけ

ど…」とか「ブリテン島にケルト⼈の集落が出来た証拠ないんですけど…」とかい

うのは⾔われていた。近年そこに他のジャンルからの証拠が加わって、やっぱり全

然違うんじゃーん! という話になってきたのだと思われる。

なお今回この記事を書いた理由は、中の⼈が時間のあったときにたまたま調べた

らである。最近でかい発⾒があったとかそういうわけではない。発⾒という意味

では毎年少しずつ積み重なっていって、専⾨の学者の⼈たちが段々意⾒を変えてい

った、というカンジになると思う。

********************

【おまけ/過去の⼈気記事】

アーサー王伝説「⽯に刺さった剣」の刺し⽅が思ってたのと違ってた件

https://55096962.seesaa.net/article/201203article_9.html
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